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測定プロセス

Sonarworks の測定プロセスは非常にシンプルで、正確な測定を確実に行うために、各ステップを
丁寧に解説します。

サブウーファーを使用する場合は、SoundID Referenceで測定を行う前に、ORIA Controlデスク 
トップソフトウェアでクロスオーバー周波数を設定することが重要です。これにより、SoundID 
Referenceでのステレオ測定の精度が向上します。

クロスオーバー周波数を設定するには、ORIA Controlデスクトップソフトウェアの「Room」セクション 
で左または右のスピーカーを選択し、「Setup」ボタンをクリックします。その後、「Setup」パネル 
の右下にあるコントロールを使用してクロスオーバー周波数を調整できます。

使用するクロスオーバー周波数は、スピーカーとサブウーファーの周波数特性によって異なります。
使用するクロスオーバー周波数が不明な場合は、スピーカー／サブウーファーのメーカーにお問い合
わせください。

測定後にクロスオーバー周波数を調整すると、キャリブレーションに影響が出るため、再測定が必要
になります。そのため、最初の測定を行う前に、クロスオーバー周波数が正しく設定されていること
を確認することをお勧めします。

プロセスの全容は、こちらでご覧いただけます

ORIA Mini へのキャリブレーションインポート

測定後、結果を SoundID Reference にインポートできます。ここで、ORIA Mini ハードウェアにアップ 
ロードできるキャリブレーションプロファイルを作成できます。

SoundID Reference ソフトウェアで、「プリセットをデバイスにエクスポート」をクリックし、デバイス
リストから ORIA Mini を選択します。

まず、エクスポートする前にキャリブレーションカーブを調整できます。
ここでは、Dolby Filmカーブ、Dolby Musicカーブなど、作業中のコンテンツに合わせてEQカーブを追加
できます。また、独自のカスタム調整を行うことも可能です。

ORIA MiniがPCに接続されている場合は、キャリブレーションデータをORIA Miniに直接転送できます。 
そうでない場合は、パラメーターファイルをエクスポートし、後でORIA Controlデスクトップソフトウェア 
を使用してORIA Miniにインポートできます。

ご注意：ORIA Miniへの最初の転送は、ORIA Miniデバイスを接続した状態で直接行う必要があり
ます。これにより、ORIA Miniのシリアル番号が読み取られ、Sonarworksアカウントに関連付けら
れます。その後のエクスポートは、直接行うことも、パラメータファイルとして行うこともできます。
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新しいプロファイルがプロファイルパネルに表示されます。
SoundID Referenceで作成されたプロファイルには、プロファイル名の横にSonarworksの「S」が 
表示されます。

ダイレクトインポート

ORIA Miniへの直接転送を選択すると、ORIA Controlデスクトップソフトウェアが起動し、新しい
プロファイルを作成するか、既存のプロファイルを上書きするかを尋ねられます。

新しいプロファイルを作成する場合は、プロファイル名を入力するように求められます。既存の
OVERWRITE PROFILE/プロファイルを上書きする場合は、上書き可能なプロファイルを選択する 
ように求められます。

パラメータファイルによるインポート

パラメータファイルをエクスポートした場合は、ORIA Controlデスクトップソフトウェアを開き、メニ
ューから「File/ファイル」>「Import SoundID Profile /SoundIDプロファイルのインポート」をクリ
ックして、ORIA Miniに簡単にインポートできます。

Finderまたはファイルエクスプローラーのウィンドウが開き、ファイルを選択できるようになります。
その後、直接転送と同様に、新しいプロファイルを作成するか、既存のプロファイルを上書きするか
を選択できます。

ご注意：ORIA MiniでSoundIDプロファイルを使用する場合は、SoundID Reference
ソフトウェアを閉じるか無効にしてください。そうしないと、オーディオが二重に処理
され、キャリブレーションの精度が低下する可能性があります。
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ORIA Miniアドオンライセンスが必要です

SoundID Referenceを既にお持ちのユーザー様は、Sonarworksから別途「アドオンデジタルライセン
スキー」をご購入いただけます。これにより、キャリブレーションプロファイルをORIA Miniハードウェア 
に直接エクスポートできます。

有効なORIA Miniアドオンライセンス（デジタルキー）をお持ちでない状態でSoundID Referenceから
ORIA Miniにプロファイルをエクスポートしようとすると、エクスポートを続行する前にライセンスの購入 
を求めるメッセージが表示されます。

シリアルナンバーが読み取れません  

ORIA Miniにプロファイルをエクスポートするには、SoundID ReferenceがORIA Miniからシリアル＃
を読み取る必要があります。シリアル＃が読み取れない場合は、エラーメッセージが表示されます。

2.1chプロファイルをエクスポートできません

SoundID Reference for Multichannelをご使用の場合、2.1chの測定データをORIA Miniにエクスポ
ートすることはできませんのでご注意ください。
クロスオーバー設定とサブウーファーのキャリブレーションは手動で行う必要があります。

この問題を解決するには、ORIA MiniのUSBケーブルがコンピューターにしっかりと接続されていること
を確認し、「再試行」をクリックしてください。問題が解決しない場合は、別のUSBポートまたはUSBケ
ーブルをお試しください。

それでも問題が解決しない場合は、オールアクセスサポートにお問い合わせください。

ご注意：ORIA Miniアドオンライセンス（デジタルキー）は、ORIA Mini + SoundID Referenceコンプ
リートバンドルとORIA Mini + SoundID Referenceアドオンバンドルの両方に含まれています。
既にライセンスをお持ちの場合は、Sonarworksサポートチームにお問い合わせください。

Sonarworks SoundID Referenceの
トラブルシューティング

mailto:audient%40allaccess.co.jp?subject=


50 51

コントロール
SoundID Referenceを使用したくない場合は、サードパーティの測定ソフトウェアを代わりに使用で
きます。付属のSonarworks測定用マイクを使用することも、お好みであればお持ちのリファレンス 
マイクを使用することもできます。

サードパーティのソフトウェアを使用する場合、設定をORIA Miniに直接インポートすることはできま
せん。スピーカーのキャリブレーション設定は手動で入力する必要があります。サードパーティのソフト 
ウェアには、各チャンネルに適用できるEQカーブ、トリム、ディレイ設定が用意されています。

これらの設定は、このマニュアルの「Setup Menu/セットアップメニュー」セクションで前述したように、 
各チャンネルに手動で入力できます。手動キャリブレーションでは、各スピーカーチャンネルで以下の
項目を調整できます。

• EQ（最大8バンド、±12dB×6、20Hz～20kHz + ハイシェルフおよびローシェルフ）
• 出力トリム（±6dB）
• ディレイタイム（0～75ms）
• クロスオーバーポイント（30Hz～500Hz）

マニアルキャリブレーション
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初期設定

ORIA MiniをUSB経由でコンピューターに接続し、ORIAデスクトップソフトウェアを起動したら、 
ORIA Remote iPadアプリに接続してORIA Miniをタッチ操作できます。まず、Apple App Store
を開き、「ORIA Remote」を検索してデバイスにインストールしてください。

アプリを開くと、アプリケーションの機能を説明する簡単なガイドが表示されます。

この手順の一環として、iPadに名前を付けるよう求められます。これは、ORIA Controlデスクトップ 
ソフトウェアに表示される名前です。また、ORIA Remote iPadアプリがローカルネットワーク上の
デバイスを検出し、接続できるように許可する必要があります。

ORIA Remote iPadアプリは、Wi-Fi ではなくイーサネット経由で ORIA Mini ホスト
コンピューターに接続している場合でも、接続できます。ただし、すべてのデバイスが
同じネットワークに接続されていることが条件となります。

ORIAリモートiPadアプリ
ORIA Minis iPadアプリがあれば、どんな時も逃しません。タッチ操作で、ORIA Minisのすべてのコン
トロール機能に、1つの集中コントロールハブからリモートアクセスできます。レベル調整、スピーカー
の試聴、プロファイルの切り替え、メーターのモニタリングなど、すべてデスクトップから直接操作でき
ます。複雑な操作は不要で、正確なコントロールが可能です。

Apple App Store から無料でダウンロードできます。

https://apps.apple.com/us/app/oria-remote/id6498923078
https://apps.apple.com/us/app/oria-remote/id6498923078
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アプリケーションの概要
接続すると、ORIA Remote iPad アプリには複数のページがあり、それらを切り替えて ORIA Mini 
ハードウェアのさまざまな機能を制御できます。これらのページは、左側のサイドバーメニューの 
アイコンを使って切り替えることができます。以下に各ページの概要を示します。

ホームページは ORIA Remote iPad アプリのメインページであり、ORIA Mini の主要なコントロール 
の概要が表示されます。これらの機能の概要については、次のページをご覧ください。

Home/ホーム -

プロファイル
セクション

モニターセクション

出力メーターGroup Mute and Solos

その後、このマニュアルの「Remotes/リモート」セクションに記載されている手順に従って、ORIA 
Controlデスクトップソフトウェアで接続を許可する必要があります。接続が承認されると、
「Successfully Connected/接続に成功しました」というメッセージが表示されます。これで、ORIA 
Remote iPadアプリを使用してORIA Miniを操作できるようになります。
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Profile Selection/プロファイル選択

このセクションは、ホームページのプロファイル選択セクションと同じです。

Group Mute and Solo/グループミュートとソロ

同様に、このセクションは、ホームページのグループミュートとソロセクションと同じです。

ルームページでは、スピーカーのセットアップを視覚的に確認しながら、スピーカーごとにセットアッ
プがコントロールできます。

プロファイル選択

グループミュートとソロ

ルームセクション

Room/ルーム -プロファイル選択/ Profile Selection

ここでは、ORIA Controlデスクトップソフトウェアで作成した様々なプロファイルを選択できます。
プロファイルをタップするだけで、現在アクティブなプロファイルになります。

Group Mute and Solo/グループミュートとソロ

これらのコントロールで、ステレオチャンネルまたはサブチャンネルをミュートしたり、ステレオチャ
ンネルをソロにしたりできます。

Output Metering/出力メーター

メーターは、ORIA Miniの出力の現信号レベルを表示します。タイトル横の展開アイコンを押すと 
メーターを拡大表示でき、より高解像度のメーターが表示できます。

Monitoring/モニタリング

モニタリングセクションには、入力ソース、メインボリュームコントロール、モニターコントロールの 
3つの主要なコントロールがあります。

Input source/入力ソース
ここでは、ORIA Miniがオーディオ信号を入力する入力ソース（ライン入力またはS/PDIF入力）を 
調整できます。

Main Volume Control/メインボリュームコントロール
ORIA Miniからスピーカーへの全体的な出力レベルを調整します。
誤って音量を調整してしまうのを防ぐため、このコントロールはデフォルトでロックされています。
コントロールをタップするとロックが解除され、レベルを調整できるようになります。

画面上の他の場所をタップすると、ボリュームコントロールは自動的にロックされます。この自動 
ロックの動作は、設定メニューでオン/オフを切り替えることができます。

Monitor Controls/モニターコントロール
ここでは、ORIA Miniで利用可能なグローバルモニターコントロールを使用できます。これらのコン
トロールは、ミュート、モノラル、ディム、フェーズです。これらのコントロールの詳細については、こ
のマニュアルのORIA Controlデスクトップソフトウェアのモニタリングセクションをご覧ください。
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モニターページには、ホーム画面にあるモニターセクションの拡大表示が表示されます。

Monitoring/モニタリング -

グローバル コントロール

プ ロファイル 
セクション メインボリューム コントロール

グループミュート＆ソロ

Room/ルーム

このセクションでは、ORIA Mini の個々のスピーカー出力を簡単にミュートまたはソロにすることが
できます。

スピーカーアイコンのいずれかをタップするとその出力がミュートされ、もう一度タップするとミュート 
が解除されます。スピーカー出力をソロにするには、スピーカーアイコンのいずれかを長押ししてか
らタップするとソロが解除されます。

チャンネルがソロまたはミュートされている場合、「Clear All Solo/すべてのソロを解除」または
「Clear all Mute/すべてのミュートを解除」ボタンが表示されます。これをタップすると、すべての
ソロまたはミュートが解除され、全チャンネルの再生状態に戻ります。
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プロファイル選択ページは、他のタブにあるプロファイル選択セクションの拡張版であり、
現在アクティブなプロファイルと、4つのお気に入りスロットに割り当てられているプロファイル
以外のプロファイルを選択できます。

Profile Selection
/プロファイル選択 -

プリ/ポスト コントロール

デフォルトでは「PRE」が選択されており、DAW出力からORIA Controlデスクトップソフトウェアに
入力される信号が表示されます。「POST」は、スピーカーキャリブレーション処理後のORIA Miniから 
出力される信号を表示します。「POST」メーターモードでは、ボリュームコントロールも考慮されます。

メータリングページでは、ORIA Mini のすべての出力レベルを高解像度でモニタリングできます。 

Metering/メータリング -

メーター

プリ/ポスト コントロール
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App Colour Mode/アプリのカラーモード

スタジオ環境に合わせて、ORIA Remote iPadアプリの表示モードを
ダークモードまたはライトモードに設定できます。

また、これをシステムのデフォルトに設定すると、ORIA Remote iPadアプリはiPadのグローバル 
設定に自動的に適応します。これは、iPadが時間帯に応じてライトモードとダークモードを自動的
に切り替えるように設定されている場合に便利です。

iPad Name/iPad名

ORIA Controlデスクトップソフトウェアに接続した際のiPadの表示モードを変更します。

音量コントロールの自動ロック

アプリのカラーモード

Settings/設定 -
接続ページは、ORIA Remote iPad アプリを ORIA Mini に再接続する必要がある場合、
または現在接続されているデバイスを変更する場合に使用します。

Connection/接続 -
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Stream Deck
ORIA MinisとStream Deckの連携により、Stream DeckファミリーのデバイスからORIA Miniの
ほとんどの機能をリモートコントロールできます。つまり、ORIA Miniをデスクトップにインストール
したままでも、スピーカーのスイートスポットからモニタリングを完全にコントロールできます。

ボリュームコントロールのオートロック

このコントロールは、メインボリュームコントロールのロック動作を変更します。

自動ロックを有効にすると、ボリュームスライダーの外側をタップすると、音量レベルを調整した後に
自動的に再ロックされます。

オートロックを無効にすると、ボリュームコントロールは音量調整後もロック解除されたままになり、
ボリュームコントロールを再度タップしてロックするまでロック解除された状態になります。

Elgato Marketplace から無料でダウンロードできます。

https://marketplace.elgato.com/product/oria-control-0d6d36b4-83d7-49a9-bc17-eaa6ee65b1e4
https://marketplace.elgato.com/product/oria-control-0d6d36b4-83d7-49a9-bc17-eaa6ee65b1e4
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ボリュームボタンでORIA Miniの出力ボリュームを調整できます。
ダイヤルコントロールのないStream Deckでは、通常2つのボリュームボタンがあり、1つはボリューム 
を上げ、もう1つはボリュームを下げることができます。ボタンは1回押すとボリュームを増減し、 
長押しするとボリュームを大きく調整できます。

Stream Deck +では、ボリューム操作を4つのダイヤルのいずれかに割り当てることもできます。
ダイヤルは標準的な回転式ボリュームコントロールとして機能しますが、ダイヤルを押し下げること
でORIA Miniの出力をミュート/ミュート解除することもできます。

コントロール：

Volume/ボリューム -

Actions/アクション

Output/出力 - ボリュームアクションで調整する出力を設定します。

Step/ステップ - ボタンで音量を上げるか下げるかを調整します。
(このオプションは、Stream Deck + のダイヤルと併用する場合は使用できません。)

ORIA Miniコントロールを含む独自のカスタムプロファイルを作成したい場合は、ORIAコントロール 
プラグインに含まれる様々なORIAコントロールアクションを使用できます。以下は、各アクションと
その使用方法の簡単な説明です。

Installation/インストール

ORIA Control Desktop ソフトウェア V1.3 以降をご利用の場合、ORIA Control Stream Deck 
プラグインは ORIA ソフトウェアインストーラーに含まれています。ORIA Control Desktop ソフ
トウェアがシステムに Elgato Stream Deck ソフトウェアがインストールされていることを検出す
ると、ORIA Control プラグインのインストールを促すメッセージが表示されます。

Elgato Stream Deck ソフトウェアがインストールされていない場合は、ORIA Control プラグイ
ンは Elgato Stream Deck Marketplace から入手できます。インストールするには、Elgato アカ
ウントにログインしていることを確認し、「Get/入手」をクリックしてください。ORIA Control プラ
グインが Elgato Stream Deck ソフトウェアのコントロールパネルに追加されます。

Profiles/プロファイル

迅速なセットアップを可能にするため、ORIAコントロールプラグインには、一般的なStream Deck
デバイス用のプロファイルが含まれています。これにより、Stream Deckデバイスに必要なすべて
のコントロールが自動的に読み込まれるため、すぐにORIA MiniでStream Deckを使い始めること
ができます。

もちろん、必要に応じて独自のカスタムプロファイルを作成することもできます。これについては、
以下の「Actions/アクション」セクションで詳しく説明します。

重要事項：

Stream Deckソフトウェアの仕組み上、ORIAコントロールプラグインをインストールす
ると、現在開いているStream Deckデバイスのプロファイルのみがインストールされま
す。複数のStream Deckデバイスを使用する場合は、Elgato Marketplace（https://
marketplace.elgato.com/stream-deck/profiles）から必要なプロファイルを簡単
にダウンロードできます。

以下のStreamdeckデバイス用のプロファイルが利用可能です。

•	 Stream Deck MKII
•	 Stream Deck +
•	 Stream Deck XL
•	 Stream Deck Mini
•	 Stream Deck Neo
•	 Stream Deck Mobile 

https://marketplace.elgato.com/stream-deck/profiles
https://marketplace.elgato.com/stream-deck/profiles
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Action/アクション - このコントロールには、「Step Through/ステップスルー」と「Set To/設定」
の 2 つのオプションがあります。「Step Through/ステップスルー」では、様々な入力オプションを
順番に切り替えます。「Set To/設定」では、このボタンを押したときに選択される入力ソースを指定
します。

Step/ステップ - アクションとして「Step Through/ステップスルー」を選択した場合、入力ソースを
前後に移動する操作を選択できます。

Source/ソース - アクションとして「Set To/設定」を選択した場合、このボタンを押したときに選択
されるソースを設定できます。

入力ソースでは、ORIA Mini で現在使用している入力ソース（ラインまたは S/PDIF）を選択できます。

コントロール：

Input Source/入力ソース  -

Mono は ORIA Mini のステレオ出力を 1 つのモノラル信号にまとめ、ミックスのモノラル互換性を
確認できます。

Mono アクションには追加のコントロールはありません。

Mono/モノ -

Polarityは、ステレオ左チャンネルの位相を反転させ、左右のチャンネルを加算します。
これにより、センターにパンされている音はキャンセルされ、ミックスの「サイド」部分を聴くことが
できます。

Polarityアクションには追加のコントロールはありません。

Polarity/極性 -

Output/出力 - ミュートアクションの対象となる出力を設定します。

Output/出力 - Dimアクションで調整する出力を設定します。

ミュートはORIA Miniの出力を有効/無効にします。

コントロール：

DIMアクションは、ORIA Miniの出力をあらかじめ設定された量だけ下げます。再生を一時停止した
りミュートしたりすることなく、アーティストと素早くコミュニケーションを取るのに最適です。 

コントロール：

Mute/ミュート -

Dim/ディム -
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Group/グループ - このボタンでコントロールするスピーカーグループを選択します。

Action/アクション - グループアクションとして「Cut/カット」または「Solo/ソロ」を選択できます。

グループアクションでは、ORIA Miniの2つのスピーカーグループ（ステレオとサブウーファー）を
ソロまたはミュートできます。

コントロール：

Group/グループ -

Profile/プロファイル - 4つのお気に入りプロファイルから、このボタンに割り当てるプロファイルを
選択できます。

Speakers/スピーカー - このボタンで制御するスピーカー出力を選択できます。

Action/アクション - スピーカーのアクションとして「Cut/カット」または「Solo/ソロ」を選択できます。

プロファイルボタンでは、ORIA Miniで現在アクティブなプロファイルを選択できます。
ORIA Control Stream Deckプラグインでは、上位4つの「Favourite/お気に入り」プロファイルのみ
を使用できます。プロファイルがアクティブな場合、ボタンは青いグラデーションで表示されます。 

コントロール：

グループアクションでは、ORIA Miniの特定のスピーカー出力（L、R、またはSUB）をソロまたは
ミュートできます。

コントロール：

Profile/プロファイル -

Speaker/スピーカー -
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テクニカル スペシフィケーション

システム仕様：
• アナログ入力チャンネル：2
• アナログ出力チャンネル：3 
• デジタル入力チャンネル*：2
• システム・サンプルレート：96kHz
（デジタル入力用サンプルレート変換機能内蔵）
*USB経由のオーディオストリーミングはできません。USBは電源と制御データのみに使用されます。

ライン出力（光入力経由）：
• 最大出力レベル：+18dBu
• ダイナミックレンジ（Aウェイト）：127dB
• THD+N（-1dBFS）：-113dB/0.0002%
• 周波数特性（20Hz > FS/2*）：±0.1dB 
• クロストーク（1kHz）：<-123dB
*入力光信号のFS/2。

ライン入力からライン出力：
• 最大入力レベル：+18dBu
• ダイナミックレンジ（Aウェイト）：122.5dB
• THD+N（-1dBFS）：-105dB/0.0005%
• 周波数特性（20Hz～40kHz）：±0.2dB 
• クロストーク（1kHz）：<-118dB

デジタル入力：
• ステレオS/PDIF：44.1kHz～96kHz

USB：
• コネクタタイプ：USB-C
• バスパワー要件：0.9A @ 5V（USB 3.0ポート以上） 
• 付属ケーブル：USB-C - 1m

トラブルシューティング

ボタンを押すと黄色の警告が表示される

ボタンを押すと警告が表示される場合、Stream Deck が ORIA コントロールアプリケーションと 
通信できないことを示しています。

まず、ORIA コントロールデスクトップソフトウェアが開いていることを確認してください。
開いていない場合は、アプリケーションフォルダまたはスタートメニューから開いてください。ORIA 
コントロールデスクトップソフトウェアが開いている場合は、アプリケーションを終了して再度開いて
ください。これで、Stream DeckコントロールソフトウェアがORIA Miniとの通信を再確立できます。 

Stream Deckデバイスのプロファイルがインストールされていなかった

Stream Deck Controlソフトウェアは、インストール時に接続され、フォーカスされている Stream 
Deck デバイスのプロファイルのみをインストールします。例えば、 Stream Deck+ が接続され、 
Stream Deck Control アプリで開いている場合、ORIA Control プラグインをインストールすると、 
ORIA Control 用の Stream Deck+ プロファイルのみがインストールされます。

Stream Deckを変更したり、複数のStream Deckデバイスを使用したりする場合は、
Elgato Marketplace（https://marketplace.elgato.com/stream-deck/profiles）から
直接、すべてのStream Deckモデル用にORIA Controlプロファイルをインストールできます。

https://marketplace.elgato.com/stream-deck/profiles
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Sonarworks 計測用マイク 技術仕様

マイクタイプ：エレクトレットコンデンサー型　トランスデューサータイプ：MEMS

周波数特性：20Hz～20kHz　指向特性：無指向性　出力インピーダンス：330Ω

感度：-40dBV/Pa

SNR：65dBA

ダイナミックレンジ：105dB

最大音圧レベル：125dBSPL

電源要件：+48Vファンタム電源　コネクタタイプ：3ピンXLR

重量：54g

重要な安全に関する注意事項

• 取扱説明書をよくお読みください - 製品を操作する前に、すべての安全および操作に関する説明書
をお読みください。

• 取扱説明書を保管してください - 安全および操作に関する説明書は、今後の参考のために保管して
ください。

• 警告に従ってください - 製品本体および取扱説明書に記載されているすべての警告に従ってくださ
い。

• 指示に従ってください - すべての操作および使用に関する指示に従ってください。

• 清掃 - 清掃する前に、本製品のプラグを壁のコンセントから抜いてください。液体洗剤やエアゾール
洗剤は使用しないでください。清掃には乾いた布を使用してください。

• 付属品 - 製品メーカーが推奨していない付属品は、危険を引き起こす可能性があるため使用しない
でください。

• 水と湿気 - 本製品を水の近く（浴槽、洗面台、台所のシンク、洗濯槽の近く、湿気の多い地下室、プ
ールの近くなど）で使用しないでください。

• 付属品 - 本製品を不安定なカート、スタンド、三脚、ブラケット、またはテーブルの上に置かないでく
ださい。製品が落下すると、お子様や大人に重傷を負わせたり、製品自体に重大な損傷を与える可能
性があります。製品の取り付けは必ず製造元の指示に従い、製造元が推奨する取り付けアクセサリを
使用してください。

• 火気 - 火のついたろうそくなどの裸火を製品の上に置かないでください。

安全にご使用頂くための注意
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保証情報

保証規定

ORIA Miniには、エンドユーザーへの発送日から3年間（36ヶ月）のメーカー保証が付いています。
保証は、製造時に使用された材料の欠陥または製造上の欠陥による故障のみを対象とします。
保証期間中、Audientは、故障した製品をAudient認定サービスセンターに送料着払いで返送された 
場合、当社の判断により修理または交換いたします。

当社の判断により、故障が不正な改造、誤用、過失、または事故に起因する場合は、保証修理は行い
ません。当社は、上記の通り、ORIA Miniの修理または交換の責任を負います。当社は、その他のい
かなる責任も負いません。本保証は、お客様が本製品を供給した者に対して有する法的権利に影響
を与えるものではなく、それらの権利に追加されるものです。

保証の制限

本保証は、事故または誤用による損傷には適用されません。修理が認定サービスセンターによって
行われない限り、保証は無効となります。製造元の指示に従わずにユニットが改造された場合、 
保証は無効となります。

本保証は、寿命が限られており、最適な性能を得るために定期的に交換する必要がある部品には 
適用されません。本製品が本書に記載されている以外の方法で動作することを保証するものでは 
ありません。

品質保証に関して
本機は、Audient 日本総代理店 オールアクセスインターナショナル株式会社が、購入後３年以内の品質
保証を行っております。修理の際は、購入時の保証書（購入期日及び販売店捺印必須）を提示の上、 
ご購入の販売店に御依頼下さい。保証書の提示が無い場合、保証内であっても３年以内の保証の対象
にはなりません。 

本書に記載された文章、図版、作品は、全て「著作権」及び、それに付随する「著作隣接権」等の諸権
利を保有しています。弊社では内容を理解することを目的とする使用方法のみを許諾しております。 

▲警告:安全のため、特に注意していただくこと
1.異常があるときは、電源プラグをコンセントから抜いてご購入先もしくは、弊社迄ご連絡下さい。 
異常な音がしたり煙が出て異臭がした時などは、電源プラグをコンセントから抜いて下さい。
2. 電気ショックを避けるため、本体を絶対に開けないで下さい。内部に触ると感電する恐れがあります。 
内部の調整や修理は、弊社にご依頼下さい。また、火事や感電を避けるために、湿度が非常に高い 
場所に置いたり、雨天の際に野外で使用することは避けて下さい。 

▲警告:次のような場所での使用はできる限り避けて下さい。 

●湿度の非常に高い場所
●砂やほこりが多い場所 
●台所、バスルーム、湿気の多い地下室など、水のかかりやすい場所
●空気の循環を妨げる場所、ヒーターの近くや温度が高い場所
 
■取り扱いについて乾いた柔らかい布のみを使用して、外装をきれいに保ちましょう。 

■サービスについて このマニュアルに記載されていない操作や取り扱いは行わないで下さい。記載外
の使用方法で本機を使用されますと製品不良が発生する場合が考えられます。必ず本書に基づいた 
使用方法で使用して下さい。 

記載外の使用方法による破損や修理は、保証期間中の機器であっても保証対象外になります。本体の
取り扱いは慎重に行って下さい。万が一、負傷された場合でも弊社では一切の責任を負いません。 

修理が必要な場合は、購入先もしくは弊社へ（メールのみの対応です。）ご連絡下さい。 

Web：www.allaccess.co.jp 	
Mail：audient@allaccess.co.jp 

https://allaccess.co.jp
mailto:audient%40allaccess.co.jp?subject=
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Sonarworks 連携に関する重要なご案内

SoundID Reference についてはSonarworks社の製品となります。
ORIA Mini + SoundID Referenceコンプリートバンドルには、このSoundID Referenceを利用 
する為のフルライセンスが付属します。

ご利用前に下記ページを参照の上、Sonarworks社へのアカウント登録、製品登録、SoundID 
Referenceのダウンロードとインストールを行ってください。

https://support.minet.jp/portal/ja/kb/articles/create-sonarworks-account-register

ORIA Mini は Audient 側（本機・ORIA Control デスクトップ ソフトウェア） と Sonarworks 側
（SoundID Reference） を組み合わせて使う設計です。導入時は、下記のように作業を分けて考える
とスムーズです。

Audient 側（インポートとプロファイル管理）

•	 ORIA Control デスクトップ ソフトウェアで プロファイルを作成・管理し、SoundIDプロファイル
の取り込みを行います。

•	 Sonarworks で書き出した SoundIDプロファイルは、ORIA Control からインポートできます。 
SoundID プロファイル使用時は、二重処理を防ぐために SoundID Reference ソフトは閉じる/
無効化してください。

Sonarworks 側（計測・書き出しとライセンス）

•	 SoundID Reference は Sonarworks 社の製品です。利用には Sonarworks アカウントと 製品
ライセンス（シリアル）登録が必要です。

•	 ORIA Mini へプロファイルを書き出すには、既存ユーザーを含め 『ORIA Mini アドオンライセン
ス』が必要です。

Sonarworks を使わない運用（手動キャリブレーション）

•	 ORIA Mini は Sonarworks SoundID Reference がなくても使用可能です。
Room EQ Wizard などのサードパーティ測定ツールで得た EQ カーブ／Trim／Delay を、ORIA 
Control の セットアップメニューで各チャンネルに手動入力できます。

•	 手動キャリブレーションでは各スピーカーチャンネルに対し、
EQ／Output Trim／Delay／Crossoverが設定可能です。

サポート窓口について

•	 Audient（本製品・ORIA Control）に関するお問い合わせ：本書のトラブルシューティングやファ
ームウェア更新手順、入出力設定、プロファイルの管理をご参照のうえ、オールアクセスサポート
audient@allaccess.co.jpへお問い合わせください。

•	 Sonarworks（SoundID Reference ／ ライセンス・アカウント・計測）に関するお問い合わせ： 
株式会社 Media Integration サポート窓口をご利用ください。

https://support.minet.jp/portal/ja/kb/articles/create-sonarworks-account-register
mailto:audient%40allaccess.co.jp?subject=
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audient 日本輸入総代理店
オールアクセスインターナショナル株式会社
WEB：allaccess.co.jp/audient/
E-mail：audient@allaccess.co.jp
〒490-1116　愛知県あま市本郷三反地21番地


